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金融サービスを通じ、
お客さまの未来と信用を活かす
生活応援企業

※数値は2015年9月末時点

■ 上場会社
● 現地法人
● 駐在員事務所
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さを増しております。
　そのような環境のもと、当社グループが事業展開を加速させ、
更なる成長を図る上で、ガバナンス強化による強固な経営体制
の構築が求められております。
　当社グループは引き続きお客さま視点に立ち、最新の情報
通信技術を活用した利便性の高い商品開発や、サービスの提供
に取り組んでまいります。また、グループ各社が持つ営業ネット
ワークや各種ご利用情報、ノウハウを共通化することにより、
スピーディーで分かりやすい対応や、お客さまのニーズに合った
サービスの提案等、グループシナジーを実現させてまいります。
　また、国内・海外の従業員へのコンプライアンス教育の推進
や、グローバルな視点で業務を行える人材育成に努める等、
ガバナンス体制の強化に取り組んでまいります。	
　今後も、事業活動を通じて、社会の発展や、人々の日々の
暮らしが豊かになるよう貢献してまいります。
　皆さまには、今後ともより一層のご支援、ご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。

2015年12月

（億円）

0

4,000

1,000

2,000

3,000

20132012 2014 2015

3,800（計画）
3,290

2,860

2,059

（年度）

（億円）

600

200

400

610（計画）
530

410
333

0 2013 2014 2015 （年度）2012

連結経常収益／業績予想 連結経常利益／業績予想

　当社グループは、日本およびアジア11カ国で金融サービス
を提供している、小売業発の総合金融グループです。国内・
海外に有する700カ所の営業拠点に加えて、イオングループの
店舗や提携加盟店等、幅広い営業ネットワークを活用し、クレ
ジットカード事業や銀行事業、分割払い事業等を行っておりま
す。当社は、お客さまの生活を豊かにすることを目的に、これら
の事業を行う34社を傘下に持つ銀行持株会社です。
　2016年3月期中間期の連結業績は、各事業において順調に
業容の拡大が図れたことで、経常収益は1,738億円（前年同期
比115％）、経常利益は259億円（同133％）、親会社株主に
帰属する中間純利益は141億円（同128.4％）と、いずれも過去
最高を更新いたしました。
　当社グループを取り巻く経営環境として、近年の世界的な
情報通信技術の発展および普及は、人々のライフスタイルに変化
をもたらし、金融サービスへのニーズが多様化しております。
国内においては、年々増加する訪日外国人観光客への対応や、
政府の成長戦略の一環であるキャッシュレス化への機運が高まり
を見せております。また、アジア地域においては、経済成長の
もと、地場の金融機関の事業拡大に加えて、邦銀をはじめとする
外資系金融機関の相次ぐ参入により、市場の競争環境は厳し

グローバルな視点を持った人材の育成、
強固なガバナンス体制の構築に取り組み、
グループシナジーの発揮・実現に努めてまいります。

当社は、イオングループの一員として、「お客さまを原点に平和を
追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する。」というイオンの基本
理念を共有しております。その理念のもと「金融サービスを通じ、
お客さまの未来と信用を活かす生活応援企業」を当社の経営理念
としております。国内およびアジア地域にて、さまざまな金融
サービスをご提供し、更なる企業価値向上に努めてまいります。

代表取締役社長　山 下  昭 典
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※2012年度の経常収益は営業収益を記載しております。
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商品・サービス

より詳しい情報につきましては、当社のホームページ➡http://www.aeon.co.jp/をご覧ください。

使　う クレジットカード・電子マネー

イオンカードセレクト イオンＪＭＢ（Ｇ.Ｇマーク付）カード

電子マネーＷＡＯＮ 海外発行カード

オリジナル特典が満載

便利でおトクな電子マネー 決済サービスをグローバルに展開

マイルの有効期限が60カ月に延長

給与振込口座、各種公共料金のお支払いで、 
ＷＡＯＮポイントをプレゼント

クレジットカード、
イオン銀行キャッシュカード、
ＷＡＯＮの機能が１つに！

お買い物のたび、マイルがたまるとともに、 
毎月１５日はイオン店舗で５％割引

55歳以上限定！
たまったマイルは
ＷＡＯＮに交換できる

NEW

コンビニ、ファストフード店、タクシー等、 
使える場所を拡大中

ワンタッチのお支払いで、
ポイントがたまる！
使える場所もいろいろ

海外で発行されたカード会員さまに、
さまざまな特典をご提供

現地のお客さまに
おトクにお買い物できる
クレジットカードを発行

共通のサービス特典

20日・30日 イオン店舗にてお買い物がお客さま感謝デー 5％OFF

使　う

備　え　　る

貯　め　　る

借　り　　る

増　や　　す
（年会費無料） （年会費無料）

インドネシア
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備　え　　る
貯　め　　る

住宅ローン 資産運用

各種ローン（国内） 各種ローン（海外）

借　り　　る
増　や　　す預金

総合口座

ＡＴＭ

保険

国内

海外

住宅ローン・各種ローン 投資信託・保険

住宅ローンご契約者さま 目的に合った商品をご提供

イオン銀行の住宅ローンは保証料0円、 
一部繰上返済手数料も0円

イオン住宅ローンサービスでは、イオン銀行 
住宅ローンに加え、イオン【フラット35】も取り扱い

イオンカードセレクトなら金利がおトク！ 
普通預金店頭金利に年0.1％上乗せ

「受け取る」「支払う」「貯める」「借りる」が 
そろった生活口座

銀行口座からのＷＡＯＮオートチャージで、 
ＷＡＯＮポイントがたまる！

《イオンセレクトクラブ》
イオンでのお買い物が
5年間！ まいにち！
5％OFF

普通預金の
 金利が 年0.02％→年0.12％

教育、自動車、リフォーム等
のさまざまな資金ニーズに
合ったローンをご用意

カードローンBIGは、
ネットバンキングで

「いつでも」「どこでも」
お借入、返済が可能

家具、家電、自動車等、 
お客さまの暮らしをサポート
するローンをご提供

タイでは乗車券の電子マ
ネー機能付きファイナンス
カードを発行

イオン銀行ＮＩＳＡ口座なら、
投資信託の購入時手数料
を１００％ＷＡＯＮで還元

ネットバンキングでも豊富
なラインナップからファンド
の選択が可能！

個人年金保険、学資保険
等、貯蓄性のある保険商品
も取り扱い

ライフステージごとに発生するさまざまな資金ニーズに対応

イオンカードセレクト 365日気軽にご相談

ショッピングセンター内の 
保険ショップでは、 
365日ご相談が可能

インターネットでも 
生命保険、医療保険等、 
各種保険を取り扱い

「自転車保険」「ペット保険」等、
オリジナルの少額短期保険を
開発、ご提供

クレジットカード会員さまを 
中心に生命保険、 
損害保険等をご提供

店舗やインターネット等、 
さまざまな販売チャネルを 
通じてご案内

全国のイオンのショッピング
センター、コンビニ、高速道
路のＳＡなどで利用可能

イオン銀行ＡＴＭならＷＡＯＮ
のチャージもできる！

ＡＴＭ手数料が２４時間、３６５日無料 アジアのお客さまに安全と安心をお届け

（年会費無料）

イオン銀行ATM
イオンインシュアランスサービス

（タイランド）

イオンメンバーカード

7 8



クレジットカード事業の強化
　提携先店舗やインターネット等を通じた会員募集の実施
により、カード会員数の拡大に努めております。イオンでの
お買い物の割引や、ポイントサービス等、カード会員さまへ
おトクな特典をご提供しております。

加盟店開発の強化
　あらゆるお支払いの場面でカードをご利用いただける
よう、加盟店の開発に取り組むとともに、クレジットカードや
電子マネー、銀聯でのお支払いにも対応した新型端末の
導入を進めております。

個品割賦事業の拡大
　イオンプロダクトファイナンスでは、自動車や住宅
リフォーム、太陽光発電システム等のローンを中心にさま
ざまな商品を取り扱っております。また、全国で加盟店の開
発に取り組むとともに、イオン店舗においてご相談カウン
ターを展開する等、取り扱いの拡大に努めております。

生活に密着した金融商品・サービスのご提供
　イオンカードセレクト限定の普通預金金利優遇に加え、
公共料金決済を推進する等、生活口座としてご利用いただ
けるよう継続した施策を図り、イオン銀行の口座数は462
万口座となりました。
　お客さまのライフスタイルやニーズに合った金融商品・
サービスをご提供するため、商品ラインナップの拡充・従業
員教育に取り組んでおります。
　保険商品については全58商品※、投資信託については
ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）に即した商品等、銀行としては
日本最大級の商品数242銘柄※を取り揃えております。

営業ネットワークの拡充
　クレジット、銀行、保険等の金融サービスをワンストップ
で提供するイオン銀行店舗を130店舗、イオン銀行ＡＴＭ
を累計5,666台に拡充いたしました。
　また、イオン銀行ＡＴＭでは、銀聯、ビザ、マスターカード
をはじめ６種類の海外発行カードで日本円のお引出し、
残高照会等のサービスをご利用いただけます。

※2015年9月末時点

クレジット事業

海外事業の業容
　当社初の海外拠点を１９８７年に香港に開設いたしました。
現在では香港、タイ、マレーシアにおいて各国現地証券
取引所に上場する等、アジア１１カ国で展開し、有効会員数
は１,１４６万人と順調に業容を拡大しております。

海外での取り組み
　各国で展開するイオンや、現地の提携先企業との取り
組みを通じ、クレジットカード事業や分割払い事業、保険代理
店事業等の拡大に努めております。日本で培ったノウハウ
を活かし、お客さまの利便性向上に取り組んでおります。

上場会社を中心とした取り組み
　上場３社をネットワークの起点として周辺国に展開し、	
事業領域を拡大しております。香港を拠点に中国、台湾へ、
タイを中心にメコン経済圏へ、マレーシアからインドネシア、
フィリピン、インドへと営業ネットワークを拡充し、アジアで
最も身近なリテール金融会社を目指しております。

銀行事業 海外事業

電子マネー事業
　電子マネーＷＡＯＮは、イオングループ店舗に加え、コン
ビニエンスストアやタクシー等でもお支払いにご利用いた
だけます。また、ＷＡＯＮを含む各種電子マネーの利用場所
拡大に取り組んでおります。

コールセンター事業
　イオンクレジットサービスでは、イオンカードやイオン
銀行口座、ＷＡＯＮ等の問い合わせに対応するコール
センターを運営しております。365日あさ９時からよる９時
まで、各種申込みや資料請求等にお応えしております。

保険代理店事業・少額短期保険事業
　保険代理店事業を展開するイオン保険サービスでは、
ショッピングセンター内の保険ショップやインターネット
にて、ニーズに即したさまざまな保険商品をお選びいただけ
ます。また、イオン少額短期保険では、医療保険や家財保険
に加え、自転車保険、ペット保険等を取り扱っております。

フィービジネス
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	より詳しい情報につきましては、当社のホームページ➡http://www.aeonfinancial.co.jp/activity/をご覧ください。

環境保全・社会貢献活動を推進し、
地域社会の発展に貢献します。

香港
　ユニセフ青年大使プログラムへの
協賛や大学への奨学金寄付を継続して
実施しております。
　香港社会事業協会より、地域、従業
員および環境への配慮と貢献を継続的
に持続可能な形で取り組む企業に授与
される「ケアリングカンパニーロゴ」認定
を８年連続で受賞いたしました。

タイ
　タイ王国の教育支援を目的とした
小・中学校への図書寄贈を行うととも
に、タイ赤十字社が実施する献血活動
へ現地従業員が積極的に参加いたし
ました。
　また、大学病院への医療機器提供
プロジェクトに寄付を行う等、さまざま
な社会貢献活動に取り組みました。

マレーシア
　ネパールや東マレーシアで発生した
地震被害に遭われた皆さまへの支援
活動として、募金活動や必要物資の
寄付等を実施いたしました。
　また、イオングループ企業と一体と
なり、孤児院で暮らす子どもたちや障害
を持った子どもとその家族等を支援する
イベントを開催いたしました。

環境保全・社会貢献活動の推進
　環境保全活動では、カンボジア・プノンペン、香港、福島県
相馬市、宮城県気仙沼市、北海道厚真町など、国内外にお
いて植樹活動を実施し、多くの従業員が参加いたしました。
　また、ご利用明細をインターネット上で確認できる「Ｗｅｂ
明細（環境宣言）」や、投資信託に関する各種報告書の電子
交付サービスの登録を推進し、ＣＯ₂の削減を図りました。
　社会貢献活動では、全国の社会福祉施設におけるボランティ
ア活動や、地域の清掃活動等に継続して取り組んでおります。

災害復興支援活動の実施
　関東・東北地区で発生した集中豪雨で被害に遭われた
皆さまへの支援活動として、復旧支援募金や、住宅取得・
修繕等にご利用いただける「住宅資金に関する災害復旧
支援制度」の導入、イオンカード支払時期の繰り延べ、
ご利用可能枠の一時的な増枠等に取り組みました。
　また、東日本大震災復興支援に向け継続した取り組みと
して、イオン銀行ATMに募金受付ボタンを設ける等、多く
のお客さまにご協力いただいております。

海外各国の取り組み

イオングループを通じた取り組み
　イオン１％クラブは、税引前利益の１％を活動
資金とし、「環境保全」「国際的な文化・人材交流、
人材育成」「地域の文化・社会の復興」を柱に、
国内外で幅広い社会貢献活動を行っております。
　イオン１％クラブを通じた活動として、ミャンマー
での学校建設支援等、当社が事業展開するアジア
各国で社会貢献活動に取り組んでおります。

CSRの取り組み

Web明細（環境宣言） JPFへ東日本大震災復興支援募金の贈呈式

ミャンマー学校譲渡式の様子

ユニセフ青年大使プログラムへの協賛 小学校への図書寄贈 子どもたちを支援するイベントを開催
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2014年9月期 2015年9月期

1,511

1,738

■国内 ■海外

2015年3月期

■割賦売掛金　■貸出金　■その他

2015年9月期

10,770

10,382
35,894

14,742

10,100

10,117
35,375

15,157

2014年9月期 2015年9月期

194

259
■国内 ■海外

2014年9月期 2015年9月期

109

141

2015年3月期

■連結純資産

2015年9月期

3,249 3,291

2014年9月期

■経常利益　■経常収益

2015年9月期

109

526

113

623

2014年9月期

■経常利益　■経常収益

2015年9月期

136

689

167

754

0

15

30

0

150

300

2014年9月期

■経常利益（左軸）　■経常収益（右軸）

2015年9月期

3

213
19

242

2014年9月期

■経常損益　■経常収益

2015年9月期

△24

172

△2

218

	より詳しい情報につきましては、当社のホームページ➡http://www.aeonfinancial.co.jp/ir/をご覧ください。

セグメント情報連結財務諸表（2015年9月期） （2015年9月期）

連結経常収益
（億円）

連結経常利益
（億円）

親会社株主に帰属する中間純利益
（億円）

連結総資産
（億円）

連結純資産

（億円）

（億円）（億円）

（億円）

クレジット事業 フィービジネス

銀行事業 海外事業
（億円）

13 14



会社データ

商 号 イオンフィナンシャルサービス株式会社
上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部

（証券コード：8570）
本 店 東京都千代田区神田錦町一丁目1番地
電 話 番 号 （03）5281-2080（代表）
U  R  L http://www.aeonfinancial.co.jp/
設 立 1981年6月20日
資 本 金 304億31百万円

会社概要 （2015年9月30日現在）

代 表 取 締 役 社 長  山 下　 昭 典
取 締 役 副 社 長  水 野　 雅 夫
取 締 役 副 社 長  森 山　 高 光
専 務 取 締 役  若 林　 秀 樹
取 締 役  清 永　 崇 司
取 締 役  笠 井　 康 弘
取 締 役  万 月　 雅 明
取 締 役  原 口　 恒 和
取 締 役  渡 邉　 廣 之
取 締 役 大 鶴　 基 成
取 締 役 箱 田　 順 哉
常 勤 監 査 役 平 松　 陽 徳
監 査 役 山 浦　 耕 志
監 査 役 加 藤　　　 博
監 査 役 白 石　 英 明
※大鶴基成、箱田順哉は、会社法に定める社外取締役であります。
※大鶴基成、箱田順哉、山浦耕志、加藤博は、東京証券取引所有価証券上場規定

に定める独立役員であります。

取締役・監査役 （2015年9月30日現在）

発行可能株式総数 540,000,000 株
発行済株式総数 208,513,618 株
株主数 9,496 名

株式の状況 （2015年9月30日現在）

金融機関
15.88%
証券会社
0.84%

外国法人
28.96%

国内法人
47.10%

その他
4.70%

個人その他
2.52%

所有者別株式数の構成比

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（%）

イオン株式会社 85,817 43.19
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 8,077 4.06
ステートストリートバンクアンド
トラストカンパニー505001 6,644 3.34
ジェーピーモルガンチェースバンク380055 3,958 1.99
ステートストリートバンクアンド
トラストカンパニー505223 3,843 1.93
ザバンクオブニユーヨークノントリーテイー
ジヤスデツクアカウント 3,746 1.89
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,523 1.77
マックスバリュ西日本株式会社 2,646 1.33
メロンバンクエヌエーアズエージェントフォーイッツ
クライアントメロンオムニバスユーエスペンション 2,455 1.24
ミニストップ株式会社 2,290 1.15
※持株比率は、自己株式（9,808,633株）を控除して計算しております。

大株主 （2015年9月30日現在）

株主メモ （2015年9月30日現在）

決　　算　　期 3月末日

基　　準　　日 定 時 株 主 総 会 基 準 日 3月末日

期 末 配 当 基 準 日 3月末日

中 間 配 当 基 準 日 9月末日

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告（http://www.aeonfinancial.co.jp/）

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をする
ことができない場合は、日本経済新聞に掲載することといたします。


